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凡例

■工事場所　：　宮城県大崎市鳴子温泉字蓬田２３２－３（東北大学川渡２団地構内）

：本工事範囲

　東北大学（川渡２）災害復旧工事（降雨被害）

川渡２団地

■完成期限　：　令和５年３月３１日
　財政法の定めによる承認を得た場合は、令和５年９月３０日まで延長する。

■工事内容　：　降雨崩落した法面をグラウンドアンカー工法により復旧
　崩落法面面積　幅50.0ｍ×法長25.62ｍ＝1,281㎡
　崩落土量　　　1,300ｍ3
　グラウンドアンカー工法による土留め面積　約
1,300㎡

法面崩落

崩落面積　幅50.0ｍ×法長25.62ｍ＝1,281㎡
崩落土量　1,300ｍ3



Ｎ
夏季主風向

冬季主風向

川 渡 ２ 団 地
（ 農 場 地 区 １ ）

川 渡 １ 団 地
（ 宿 舎 地 区 ）

川 渡 ２ 団 地
（ 農 場 地 区 ２ ）

川 渡 ２ 団 地
（セミナー地区）

（六角地区） （大尺地区）

※ 枠外

国立大学法人等施設実態報告（様式２）
配  　 　置　　   図

学校番号 作成年度学校名団地名

０１３２ 東北大学 年度

所在地建築面積 建物延面積 建ぺい率 容積率敷地面積 全学生数

㎡㎡ ％ ％㎡

学部等名 団地番号

０２６
０２７

宮城県大崎市鳴子温泉字西４０－２
宮城県大崎市鳴子温泉字蓬田２３２－３

教職員施設・職員宿舎・短期学生宿舎
複合生態フィールド教育研究センター
川渡共同セミナーセンター
惑星プラズマ・大気研究センター

川渡１
川渡２

３，５６２
１８，５４２，４４２

１００５００ ｍ２００

縮尺　Ｓ＝１／６０００

整理番号 ２－０１３２－０２６・０２７

２０２２
３４７

１６，２６０
６５０

１７，７１８
９．７５
０．０９

１８．２５
０．１０

kc05701361
テキストボックス
×

kc05701361
テキストボックス
法面崩落



被害写真
〇被害全景

崩壊延長　Ｌ＝50.0ｍ

高さ Ｈ＝21.2ｍ



h = 3 . 1 0 m×0 . 6 0 m×1 / 2×5 0 m = 4 6 m 3

a
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c
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e

f

g

A
B

1
.
2
0

h

12.30

10.37

8.68

8.36

a = 1 2 . 3 0 m×1 . 2 0 m×1 / 2×5 0 m = 3 6 9 m 3

b = 1 0 . 3 7 m×1 . 5 7 m×1 / 2×5 0 m = 4 0 7 m 3
c = 8 . 6 8 m×0 . 3 1 m×1 / 2×5 0 m = 6 7 m 3

8
.
6
5

1.
28 7.23

2.
31 7.

21

2.81

1.50
g = 8 . 6 5 m×1 . 5 0 m×1 / 2×5 0 m = 3 2 4 m 3
f = 7 . 2 1 m×2 . 8 1 m×1 / 2×5 0 m = 5 0 6 m 3

e = 7 . 2 3 m×2 . 3 1 m×1 / 2×5 0 m = 4 1 7 m 3
d = 8 . 3 6 m×1 . 2 8 m×1 / 2×5 0 m = 2 6 7 m 3

1
1
.
7
5

B = 1 2 . 3 0 m×1 1 . 7 5 m×1 / 2×5 0 m = 3 , 6 1 3 m 3

0.
31

1.
57

A = B - a - b - c - d - e - f - g + h = 1 , 3 0 2 m 3

流出土量計算

流出土：1 , 3 0 2 m 3のうち
撤去・搬出：4 0 0 m 3
敷ならし：8 0 0 m 3

残置：1 0 2 m 3

被害復旧図

国立大学法人東北大学（川渡 2 団地）　構内法面復旧

〔現況図〕

土砂流出範囲

S=1/200
法面崩壊範囲

想定既存法面

凡例
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Ｎ

凡例

被害復旧図

国立大学法人東北大学（川渡 2 団地）　構内法面復旧

〔現況図〕

平面図
土砂流出範囲

法面崩壊範囲 S=1/500
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